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令和３年度WTの確認事項について

令和３年７月１日



令和２年度WT終了後の標準仕様書の改訂作業概要

○ 令和２年度WT終了後、事務局にて関係各所とのやり取りを行いながら、仕様書の修正や詳細化の作業を実施
しました。
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作業名 作業概要 標準仕様書への反映

事務局確認

• WT終了時点の機能要件・帳票要件を再度精査した上で、
WT検討経緯などをもとに「要件の考え方・理由」を作成

• 税目横断的な視点で機能・帳票を確認した修正点などを
反映（例．税共通要件と重複する個所の整理）

• 合わせて、標準仕様準拠システムを用いた標準的な業務
フロー案を作成

• 機能要件_修正版
• 帳票要件_修正版
• 機能・帳票の「要件の考え方・理由」
• 標準的な業務フロー（案）

APPLIC税TFとのQ&A

• 各要件の中で、再度システム仕様を確認すべき部分など
をQ&Aでやり取り

• この内容を、各要件の修正作業や「要件の考え方・理由」
などに反映

• 機能要件_修正版
• 帳票要件_修正版
• 機能・帳票の「要件の考え方・理由」

指定都市市長会への意見
照会・ヒアリング

• 指定都市市長会より、標準仕様書への意見をいただき、
６月中旬以降にヒアリングを実施。

• ご意見のあった機能のうち、主に、一般市にも共通で必
要な機能で検討済みのものを今回の標準仕様書に反映

• 指定都市固有の要件（※行政区・市税事務所等）につい
ては現在反映作業中

• 機能要件_修正版
• 帳票要件_修正版

帳票レイアウトの検討

• WTで検討した帳票印字項目をもとに、APPLIC税TFにて
帳票レイアウト案を検討いただいている

• 検討過程で、「実装してもしなくても良い項目」は、レイア
ウト検討に影響するため、極力「実装すべき」「実装しても
しなくても良い」に変更

• 帳票レイアウト（案）
• 帳票印字項目_修正版

令和３年４～６月の標準仕様書改訂作業の概要



令和３年度のWT確認事項について

○ 本年度のWTでは、８月の標準仕様書案の提示に向けて以下に示した資料の検討を進めます。

○ 今回の依頼においては、「機能要件・帳票要件（修正版）」「要件の考え方・理由」と「業務フロー」についてご意
見をいただく想定です。
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No. 資料名 標準仕様書における位置づけ 備考

1 機能要件・帳票要件（修正版） 【概要】
• 令和２年度のWT検討結果および今年度の各種調

整事項を反映した要件

「構成員向けご確認事項」欄に記
載のある項目を中心にご確認い
ただきたい

2 要件の考え方・理由（案） 【概要】

• 機能要件の意図している利用目的や定義内容に至
った検討経緯等の補足情報。

【目的】

• 標準仕様が定義した内容の意図についての理解を
促進し、事業者によるシステム実装や自治体の調
達の際の円滑化を図る。

詳細はp4参照

3 業務フロー（案） 【概要】

• 標準仕様（機能要件）が想定する基本的な作業の
流れを可視化したフロー図。

【目的】

• 機能要件が業務上どのように位置づけられるかに
ついて自治体及び事業者の共通理解を促す。

• 実際の各自治体の業務フローを拘束するものでは
ないが、運用の見直しを行う際の参考とすることも
想定。

詳細はp5~7参照

ご意見等ございましたら、
「05_2_【○○市回答】_業務フロ

ー一覧」の「構成員ご確認結果」
欄に記入いただきたい

4 帳票レイアウト（案） 【概要】
• 帳票要件・印字項目の実装例
※ 全体方針として、実装すべきとした外部帳票は、原則としてレイ
アウト案を作成することとなったため、更正決定通知書以外の５帳
票（営業証明書、減免通知書、みなす予定通知書、申告書送付案
内、申告勧奨通知）についてもレイアウトを検討中。

APPLICと調整し、原案の準備中
のため今回提示なし

印字項目のみ参考にご確認いた
だきたい
（別途照会を予定）



WT事前確認のポイントについて

○ 以下の観点で、「機能要件・帳票要件（修正版）」及び「考え方・理由案」、「業務フロー案」についてのご確認を
お願いします。
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 記載案に追加した方が良いと思われる内容はあるか

＜例＞

• 機能要件の記載内容について、認識齟齬が生まれやすいと思われる箇所

• 実運用を考慮して業務フローの補足が必要と思われる箇所 など

 記載案から削除した方が良いと思われる内容はあるか

＜例＞

• 記載内容が適切ではない箇所 など

 その他、記載案への疑義等



【要件の考え方・理由】記載の内容について

○ 要件の考え方・理由（案）は、WT議事や全国意見、法的根拠などを踏まえ作成しています。

○ 記載の粒度・内容については、原則住民記録の標準仕様書に合わせています。

＊ 現在記載内容を検討しているものもあります。
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WT議事 法的根拠等

考え方・理由

案

WT意見等

考え方・理由

全国意見

WT構成員確認

・当該要件における主な論点とその結論

・想定される運用が複数ある場合は、特定の運

用を採用した理由（WTでのニーズ確認も含む）

・根拠／参考としたものがある場合、その内容

・取り下げた意見とその理由（全国照会で意見

の多かったものを中心に）

・オプションや実装不可がある場合は、その理由

・電子化の推進など、将来を見据えての論旨が

ある場合はそれも記載する

・帳票は用途を中心に記載し、要件の考え方・理

由は特段必要性があるものを補足する

考え方・理由の記載内容



【業務フロー案】表記方法と作成対象の概要

○ 業務フロー案は、必須の機能要件をベースとして事務単位で作業の流れを表現しています。

○ 表記方法は、国際標準であるBPMN（Business Process Model and Notation）を用いて作成しています。
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※地方自治体業務プロセス・情報システムの標準仕様における業務フローについて（R３年１月：内閣官房IT室）より引用

業務フロー案の作成単位は事務レベルとし、個別のタスクを作業レベルで作成（粒度は住民記録と同様）

業務フロー作成対象範囲として、各団体個別の事情を考慮する必要のある事務・作業は原則除外

検討対象

検討対象外

① 必須機能要件に紐づく事務及び作業（特に課税に係る事務に関するもの）

② 上記①に該当しないが、デジタル化に向けた運用を示すなど特段の意図があるもの

③ オプション機能要件を用いた事務及び作業

④ 各作業におけるアウトソーシング有無

⑥ 窓口に持参する必要のあるすべての手続き書類

⑤ 各作業におけるシステム外ツール（RPA等）の活用有無



【業務フロー案】BPMNで用いるオブジェクトの凡例について

○ 業務フローで使われている凡例については、住民記録システム標準仕様書で用いているものと同様です。
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BPMN凡例
プールとレーン：
プールの中に関係者とその活動内容が記載される。1組織が1つのプールとして示され、レーン1
と2は当該組織内の部署や役割を示す。
またプールは、プール2のように外部組織を表現する場合などには内部に何も記載しない状態で
表現することもできる。

マニュアル タスク：
人が手作業で行うタスクであることを示す。

ユーザータスク：
人が情報システム等を使って行うタスクであることを示す。

イベントベースゲートウェイ：
業務フローの分岐で使われ、その先には複数のタイマー中間イベントやメッセージ受信
中間イベント、受信タスク等が接続される。接続されたイベントやタスクのうち、最初
に発生したもののみが実施されることを示す。

排他ゲートウェイ：
業務フローの分岐や結合（XOR条件）で使われ、条件に基づいて判断が行われることを
示す。本資料では分岐と統合の両方で使用し、分岐（流出）または結合（流入）する経
路のうち、必ずいずれか一つの経路に流れることを示す。

データストア：
業務フロー内において継続的に参照されたり更新されたりする、蓄積された情報群を示
す。

データオブジェクト：
アクティビティで必要とされるデータや作成されるデータを示す。

開始イベント：
事務の開始を示し、必ず記載する必要がある。

終了イベント：
事務の終了を示し、必ず記載する必要がある。

メッセージ開始イベント：
他のプールからのメッセージを受け取ることで事
務が開始することを示す。

シーケンスフロー：
イベントやアクティビティ同士を接続する。

メッセージフロー：
プールを跨いでメッセージのやり取りがあることを示す際に使用
する。メッセージとは口頭や文書、メール等である。同一プール
内では使用できない。

メッセージ終了イベント：
他のプールにメッセージを送って、事務が終了す
ることを示す。

メッセージ送信中間イベント：
業務フロー図の中間に配置され、他のプールにメッセージを送っ
てから、直ちに次の作業に移ることを示す。

メッセージ受信中間イベント：
業務フロー図の中間に配置され、他のプールから
のメッセージを送信するまで作業が待機されるこ
とを示す。

リンク・スルーイベント：
単一の業務フローがページを跨ることを示す。

リンク・キャッチイベント：
単一の業務フローがページを跨ることを示す。

関連／データ関連：
データや注釈との関連があることを示す。データストア間の接続
にはデータ関連を用いる。

タイマー開始イベント：
期日の到来による事務の開始を示す。

BPMNで利用するオブジェクトの凡例



【業務フロー案】確認いただきたいポイントと記載例について

○ 業務フローを確認いただく際は、業務の流れとして適切な表現になっているかをご確認ください。

○ 以下に記載例として、手続き事務やデータフロー、機能要件との紐づけに関する表現の補足を行っています。
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 タスクの実行の際にシステムを利用する場合、
関連/データ関連の矢印を用いる。

 タスクがデータの抽出がある場合は、上向きの矢
印（データストアからタスク）を用いる。

 上記以外のシステムを利用して行われるタスク
（データ入力や外部帳票の出力）場合は、下
向きの矢印（データストアからシステム）を用い
る。

業務の流れとして適切な表現か

 データストアに関係する機能要件（必須）を
記載している。

 機能番号は暫定。（要件確定後に確定）

 データオブジェクトについて、手続き帳票
等は基本的なもののみを記載している

 作業に関連してシステム外で対応する
内容等、補足情報を記載している。



令和３年度（夏まで）の主な検討事項とスケジュール

項 目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

共通要件・横断課題の検討

各税目に共通する機能要件や横
断的に存在する課題、要件以外
のその他意見を抽出し、WTでの

検討を踏まえて標準仕様書に反
映。

機能要件・帳票要件の検討

Ｒ２全国意見照会における意見
や前年度ＷＴでの検討結果を踏
まえ、各要件の詳細な考え方等
を整理し、WTでの再検討後に標
準仕様書に反映。

政令指定都市要件の検討

政令指定都市特有の事情を踏ま
えた指定都市要件を検討し、指
定都市との意見交換を踏まえて
標準仕様書に反映。

帳票レイアウトの検討

APPLIC税TFと連携し、標準的な
帳票レイアウト等の検討を行い、
標準仕様書に反映。

検討

反映

標
準
仕
様
書
【

版
】の
策
定

意見精査

前年度ＷＴの
検討結果の反映

全
国
意
見
照
会
後
の
修
正
内
容
を
各
Ｗ
Ｔ
構
成
員
に
共
有

各要件の考え方・
理由等の整理

反映

指定都市から回答があった
意見等の精査

対応方針の作成・反映
指定都市との
意見交換

対象帳票の選定
検討事項の洗い出し 等 諸元表の作成

レイアウトの作成

全
国
意
見
照
会

意見精査

1.0

※１ 上記の他、ＩＴ室も示しているとおり、業務フロー図、システム構成図、ツリー図等を今後検討・作成する。
※２ また、IT室が、業務間連携要件等について令和３年度に検討すること等を踏まえ、標準仕様書【1.0版】については、適宜、改訂予定

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
（
書
面
開
催
）

親 会 資 料 を
一 部 時 点 修 正
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